
  
ピッカピカになりました！ プール掃除、がんばりました！！  
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待ちに待ったプールの季節がやってきました。６月から水泳の授業が始まりますが、それに備えて、プ

ール掃除を先月27日（月）に行いました。プール掃除と言ってもプールの中だけではありません。プー

ルサイド、更衣室、トイレ、倉庫など様々です。今年も５・６年生が分担して頑張ってくれました。10カ月ぶ

りのプールは、案の定きれいではありませんでしたが、５・６年生全員で、ピッカピカにしてくれました。掃

除後、中央の排水溝の蓋の点検、プールサイド周辺の確認を複数で行っております。 

プールの時間を楽しみにしている子供も多いのではないかと思います。ただ、水泳の授業は、楽しい

面もありますが、安全面もしっかりと気をつけなければいけません。授業では、担任１人だけではなく、複

数で対応するようにしております。場合によっては、級外も対応する体制にしております。また、水泳の授

業では、いつも以上に体調管理も大事になってきます。水泳前に担任も健康観察を行いますが、ご家庭

でも朝の健康観察を行っていただきますようお願いいたします。尚、水温や気温（低すぎたり高すぎた

り）の状況、水質（汚れ）の状況によっては、プールが使用できない場合があります。ご了承ください。 

 

              

 

日 曜日 行 事 日 曜日 行 事 

１ 土 呼子大綱引き（子ども） ９ 日 教育の日 授業参観  

２ 日 呼子大綱引き   情報モラル講座 引き渡し訓練 

３ 月 全校朝会（6月） １０ 月 代休 

５ 水 水泳開始予定 １７ 月 読み聞かせ  クラブ活動 

６ 木 集金日 租税教室６年生 ２４ 月 図書館まつり 代表委員会 

７ 金 スクールカウンセラー来校 ２８ 金 全校朝会（７月）全校５時間授業 
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６月 主な行事予定 



 
「椰子の木情報」ありがとうございました。 
  先月の学校だよりで中庭の椰子の木について、情報をお尋ねし

ていたところ、様々な情報を頂きましたので、お知らせします。 

〇椰子の木の種類は、「フェニックス」ではないでしょうか。 

〇主人の姉が５１歳なのですが、姉が入学したときにあったらしい   

です。主人が小学生の時は、まだ今のように大きくはなく、葉っぱ  

が長く下にすだれ落ちていて、低学年の時は、ジャンプして葉っ 

ぱを引っ張っていたらしいです。 

〇60年以上前からあり、以前、野球部の部室の所に植えてあった 

そうです。田川先生（以前呼子小に勤務された先生）のおじいち 

ゃんが鹿児島の種子島にあった苗を持ってきて植えたそうです。 

 

 

教室に響く、「一生懸命の音」が聞かれました。 
 ３年生：算数の授業が始まってすぐくらいに、3年生

教室に行ってみると、初めの時間に、「百マス計算」

を行っていました。一歩入ると、「コツコツコツ・・・。」

と鉛筆の音だけが、教室に響いていました。 

４年生：国語の初めの時間に「漢字ミニテスト」を

行っていました。すると、４年生の教室でも、「コツコ

ツコツ・・・。」と鉛筆で書いている音が教室に心地よ

く響いていました。 

３・4年生ともにいつもは賑やかな教室ですが、こ

の時ばかりは、静まり返って、子供たちの集中した様

子が見られ、「やる気」が伝わってきて、感心しまし

た。さすが、「よぶこっこ」です。 

 

呼子大綱引き １日（土）子ども綱・２日（日）大人綱 
「今年も大綱引きの季節がやってきました。」そんな

言葉が聞こえてきました。大綱引きの数日前から子供た

ちは、綱引きの話題でもちきりでした。「今年、浜組が勝

つよ。」「岡組が強かけんね。」「校長先生は、どっちの組

を引くと？」など、楽しみにいていることがよく分かりまし

た。私自身、ニュースや新聞等で知る程度でしたので、今

年は、「呼子大綱引き」を実際に見ることができると、とて

も楽しみにしていました。 

大綱引振興会の小林会長様が、「綱引きは２日間です

が、振興会では、この日のために１年間かけて準備をして

います。」とおっしゃっていました。呼子町に伝わる大綱引

きを愛し、大切に思うお気持ちが伝わってきました。国の

重要無形民俗文化財でもある「呼子大綱引き」、子供たち 

には、これからしっかりと引き継いでいってほしいと願います。 


